
◆◇◆　踏切事故防止　◆◇◆

ニュースで踏切での交通事故を耳にすることがあります。

キムラユニティーが提供する
「セーフティ・メッセージ」より
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また、踏切の遮断機が閉じようとしているときや閉じている間、警報機が

鳴っている間は踏切内に入ってはいけません。もちろん歩行者の方も同じです。

今日も安全運転・安全行動をお願いします。

列車が人や車と衝突して死傷者が出たり、

障害物を避けるために急ブレーキをかける

ことで、乗客に負傷者が出るなどの惨事

となることもあります。

また、列車の復旧に時間がかかり利用者にも影響を与えることにもなります。

踏切を通過する際は踏切直前で

必ず停止し、安全確認を徹底してください。

踏切に信号がある場合は信号に従ってください。


